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新しいモニターも加わり活発な意見を交換しました（Ｐ17） ～議会モニター会議

「愛と平和　感謝と奉仕」
サンタランドのまち 広尾町
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令和元年

第２回

定例会

６/５～７

低所得者の保険料
軽 減 強 化

第１～３段階の第１号被保険者

　

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
は
、

６
月
５
日
（
水
）
か
ら
７
日
（
金
）

ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。
森
林
環
境
振
興
基
金
条

例
の
制
定
、
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
が
提
案

さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
議
案
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
の
介
護
保
険
法

改
正
に
よ
り
、
消
費
税
に
よ

る
公
費
を
投
入
し
て
所
得
の

少
な
い
第
１
号
被
保
険
者
の

保
険
料
軽
減
強
化
を
行
う
仕

組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
本
年
10
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
、
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
う
増
収
分
を
財
源

に
本
年
４
月
か
ら
さ
ら
な
る

軽
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
は
所
得
の
少
な
い
第
１

号
被
保
険
者
に
対
し
「
保
険

林
整
備
の
財
源
に
充
て

る
た
め
、
森
林
環
境
税

と
森
林
環
境
譲
与
税
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
国
か
ら
譲
与
税
の

交
付
が
開
始
さ
れ
る
た

め
、
こ
れ
を
積
み
立
て

る
基
金
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

今
後
ど
の
よ
う
に

事
業
計
画
や
事
業

問

答

実
施
を
行
う
の
か
。

広
尾
町
森
林
整
備
推
進

協
議
会
を
活
用
し
、
森

※森林経営管理法
　経営や管理が適切に行われていない森林について、適切な経
営や管理を図るため、市町村が仲介役となり森林所有者と意
欲・能力のある林業経営者をつなぐシステムを構築すること。

※

介護
保険

ゲームを楽しむ利用者（デイサービスセンター）

※撮影：高校生

料
基
準
額
に
対
す

る
負
担
割
合
」
を

示
し
、
本
町
に
お

い
て
も
国
と
同
じ

水
準
に
引
き
下
げ
、

保
険
料
の
軽
減
強

化
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

（
平
成
31
年
４
月

１
日
か
ら
適
用
）

区分
負担割合 保険料（年額）

改正後 改正前 改正後 改正前 差引額

第１段階 0.375 0.450 19,800 24,000 △4,200

第２段階 0.625 0.630 33,000 33,600 △600

第３段階 0.725 0.750 38,200 39,600 △1,400

第５段階
（基準額）

1.000 52,800

森
林
環
境
振
興

基
金
条
例
制
定

　

森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ

き
、
市
町
村
が
実
施
す
る
森

【森林環境税】（国税）
・令和６年度から課税
・国内に住所を有する個人が納税義務者
・個人住民税均等割と併せて賦課徴収
・税率：1000円（年額）

【森林環境譲与税】
・令和元年度から譲与
・譲与団体は市町村及び都道府県
・市町村は、間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の
促進や普及啓発等の森林整備などの費用に充てる

林
経
営
管
理
制
度
の
進
め
方

を
議
論
し
て
い
く
。

○森林環境税及び森林環境譲与税

○負担割合の改正による
　広尾町の介護保険料の額

（単位：円）
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次のページは

「意見書・議案賛否・議員の出欠」

行
政
報
告

行
政
報
告

村
瀨
町
長
か
ら
の

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
タ
メ
ー
ル
申
込
件
数

は
、
２
９
８
９
件
で
１
万
５

７
９
０
通
（
昨
年
比
２
２
９

０
通
減
）
を
発
送
。
事
業
収

益
は
66
万
６
５
１
９
円
（
昨

年
比

40
万
７
７
６
６
円
増
）

と
な
っ
た
。

北
方
圏
交
流
振
興
会
の

決
算
状
況

火
災
の
発
生

購
入
対
象
者
の
件
数
及

び
購
入
限
度
額
は
い
く

問答 プ
レ
ミ
ア
ム
付

　
　

商
品
券
事
業

４
９
３
４
万
円

補
正
予
算

※会計名の後の丸数字は補正回数 （１万円未満切り捨て）

一般会計 ①
71億5310万円 4210万円

港湾管理特別会計 ①
1億920万円

増減なし
※歳出内訳の補正

簡易水道事業特別会計 ①
7390万円 59万円

下水道事業特別会計 ①
3億9010万円 49万円

国保事業勘定特別会計 ①
9億9111万円 88万円

介護保険特別会計 ①
7億276万円 983万円

介護サービス事業特別会計 ①
2億5988万円 358万円

水道事業会計 ①
　収益的収入  1億6070万円
　収益的支出  1億6721万円
　資本的支出　　 5320万円

143万円
234万円
16万円

令和元年度　補正予算の内訳

減

増

増

増

減

減

減

減

減

ら
か
。
ま
た
、
商
品
券
の
販

売
期
間
と
使
用
期
間
は
。

令
和
元
年
度
の
町
民
税

非
課
税
者
と
平
成
28
年

４
月
２
日
か
ら
令
和
元
年
９

月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

が
い
る
世
帯
主
が
対
象
。
１

８
０
０
人
が
購
入
対
象
者
で

あ
り
、
１
人
に
つ
き
最
大
で

２
万
５
０
０
０
円
の
商
品
券

を
２
万
円
で
購
入
で
き
る
。

販
売
期
間
は
10
月
１
日
か
ら

翌
年
２
月
末
日
、
使
用
期
間

は
10
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月

末
日
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。

周
知
方
法
や
手
続
き
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

問答 ま
た
、
商
品
券
の
販
売
窓
口

や
使
え
る
場
所
は
。

対
象
者
に
チ
ラ
シ
及
び

申
請
書
を
郵
送
す
る
ほ

か
、
町
広
報
誌
等
で
周
知
も

す
る
。
ま
た
、
商
品
券
の
引

換
券
交
付
申
請
書
の
受
付
や

販
売
は
、
保
健
福
祉
課
福
祉

係
の
窓
口
で
行
い
、
商
品
券

は
町
内
の
店
舗
で
使
用
で
き

る
予
定
で
あ
る
。

平成30年度　補正予算の内訳

一般会計 ⑭
76億4277万円

増減なし
※歳出内訳の補正

下水道事業特別会計 ⑥
3億7713万円

増減なし
※歳入内訳の補正

その他決まったこと
◎広尾町が加入する各組合の一部の構成団体が脱退したこ

とにより規約を変更しました。（３組合）
※会計名の後の丸数字は補正回数 （１万円未満切り捨て）

　

排
水
処
理
量
は
２
万
３
９

８
４
㎥
、
事
業
収
益
は
１
万

１
９
１
０
円
と
な
っ
た
。

　

国
が
定
め
る
基
本
指
針
に

基
づ
き
北
海
道
が
作
成
し

た
「
市
町
村
国
民
保
護
モ
デ

ル
計
画
」
を
参
考
に
修
正
し

た
。
ま
た
、
十
勝
管
内
の
消

防
組
織
の
広
域
化
及
び
役
場

組
織
の
機
構
改
革
や
事
務
分

掌
の
変
更
に
伴
う
修
正
を
行

い
、
道
と
協
議
の
う
え
承
認

を
受
け
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン「
つ
く
る
、つ

な
ぐ
。
広
尾
町
」
と
し
て
実

施
し
た
記
念
事
業
は
、「
記

念
式
典
等
」
が
５
事
業
、
１

９
９
万
５
８
８
円
。「
一
般
記

念
事
業
」
は
、
10
事
業
、３
５

２
万
９
９
５
２
円
。「
冠
・
協

賛
事
業
」
は
、
既
存
の
17
事

業
に
広
尾
町
１
５
０
年
記
念

事
業
と
冠
を
つ
け
実
施
し
た
。

「
冠
・
協
賛
事
業
」
を
除
く

総
事
業
費
は
、
５
５
２
万
５

４
０
円
で
あ
っ
た
。

　

５
月
27
日
、
市
街
地
で
木

造
一
部
３
階
建
て
店
舗
併
用

住
宅
の
う
ち
２
階
及
び
３
階

の
住
宅
部
分
を
焼
く
建
物
火

災
が
発
生
し
、
消
防
職
員
、

団
員
合
わ
せ
て
47
人
が
出
動

し
た
。
こ
の
火
災
現
場
よ
り
、

身
元
不
明
の
遺
体
１
体
が
発

見
さ
れ
た
。

　

毎
年
９
月
20
日
の
開
町
記

念
日
に
開
催
し
て
い
た
記
念

式
典
に
つ
い
て
、
管
内
町
村

の
状
況
や
行
政
改
革
推
進
委

員
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、

昨
年
の
広
尾
町
１
５
０
年
を

節
目
に
５
年
ご
と
の
開
催
に

移
行
し
た
。
な
お
、
功
労
者

表
彰
等
に
つ
い
て
は
、
従
前

ど
お
り
授
与
を
行
う
こ
と
と

す
る
。

水
産
加
工
排
水
処
理
公

社
の
決
算
状
況

広
尾
町
国
民
保
護
計
画

の
変
更

広
尾
町
１
５
０
年
記
念

事
業
の
実
施
報
告

開
町
記
念
式
典

※国民保護計画
　外部からの武力攻撃やテロなどが発生した場合に、国の方針に基づき市
町村が国、都道府県等関係機関と連携・協力して、迅速・的確に住民の
避難や救援などを行うことができるように、あらかじめ定めておくもの。

※

サンタメール発送数
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提
出
者　
　

浜
野　

隆
議
員

　

日
米
貿
易
協
定
交
渉
の
初

会
合
が
行
わ
れ
、
日
米
共
同

声
明
に
沿
っ
て
交
渉
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
が
、
米
国
内

で
は
、
農
業
分
野
で
の
先
行

妥
結
を
求
め
る
声
と
と
も
に
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
上
回
る
関
税
撤
廃
・

削
減
や
輸
入
枠
拡
大
を
求
め

る
業
界
団
体
か
ら
の
圧
力
が

高
ま
っ
て
い
る
。

広尾町議会だより　№191
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①

教
職
員
の
無
制
限
超
過
勤
務

を
容
認
す
る
「
給
特
法
・
条

例
」
の
廃
止
な
ど
法
整
備
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
①
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
金
の
負
担
率
を

１
／
２
へ
復
元
、
②
「
30
人

以
下
学
級
」
の
早
期
実
現
に

向
け
、
学
級
編
成
標
準
を
順

次
改
定
、
③
教
頭
・
養
護
教

諭
・
事
務
職
員
の
全
校
配
置

の
実
現
、
④
給
食
費
や
教
材

費
な
ど
保
護
者
負
担
の
解
消
、

図
書
費
な
ど
の
予
算
の
確
保
・

拡
充
、
⑤
就
学
援
助
制
度
・

奨
学
金
制
度
の
さ
ら
な
る
拡

大
、
高
校
授
業
料
無
償
化
な

ど
就
学
保
障
の
充
実
に
向
け
、

国
の
責
任
で
予
算
の
十
分
な

確
保
・
拡
充
を
図
る
こ
と
を

国
会
及
び
政
府
に
求
め
る
。

②

提
出
者

　
　

北
藤
利
通
議
員

　

義
務
教
育
費
国
庫

負
担
率
が
１
／
２
か

ら
１
／
３
に
な
っ
た

こ
と
で
期
限
付
き
や

非
常
勤
教
職
員
が
増

加
し
、
定
数
ど
お
り

に
教
職
員
を
配
置
で

き
な
い
現
状
で
あ
る
。

　

ま
た
、
き
め
細
か

な
教
育
の
実
現
に
は
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
堅
持
・
負
担
率
½
へ

の
復
元
、「
子
ど
も
の
貧
困
」

解
消
や
就
学
保
障
、「
30
人

以
下
学
級
」
な
ど
の
実
現

に
向
け
た
教
育
予
算
確
保
・

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

２
０
２
０
年
度
地
方
財
政
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

意見書５件を可決し、国等へ提出

※内容は要約しています。

充実した教育に向けて

教職員の適正配置

 提出先

衆議院議長・参議院議長～①②③④、内閣総

理大臣～①②③④⑤、財務大臣・総務大臣～

①②③⑤、文部科学大臣～①、厚生労働大臣

～③、経済産業大臣・内閣官房長官～②、農

林水産大臣～④⑤、内閣府特命担当大臣（経

済財政政策担当）～②④、（地方創生・規制

改革担当）～①②、国土交通大臣～⑤

教職員の負担軽減が

より良い教育へとつながる

提
出
者　
　

志
村
國
昭
議
員

　

地
方
自
治
体
の
果
た
す
役

割
が
拡
大
し
、
新
た
な
政
策

課
題
に
直
面
し
て
い
る
一
方
、

限
ら
れ
た
人
材
で
細
や
か
な

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困

難
と
な
り
、
こ
れ
に
対
応
し

得
る
地
方
財
政
の
確
立
を
目

指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
及
び
政
府
に

対
し
、
①
社
会
保
障
、
人
口

減
少
対
策
な
ど
地
方
自
治
体

の
財
政
需
要
を
的
確
に
把
握

し
、
地
方
一
般
財
源
総
額
の

確
保
、
②
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
運
用
の
財
源
の
確
保
、

③
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
な
ど
、
急
増
す

る
社
会
保
障
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
と
人
材
を
確
保
す
る
た
め

の
社
会
保
障
関
連
予
算
の
確

保
及
び
地
方
財
政
措
置
を
的

確
に
行
い
、
と
り
わ
け
幼
児

教
育
の
無
償
化
に
伴
う
地
方

負
担
分
の
財
源
の
確
保
、
④

自
治
体
の
基
金
残
高
を
地
方

財
政
計
画
や
地
方
交
付
税
に

反
映
さ
せ
な
い
こ
と
な
ど
を

求
め
る
。

③

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴

器
購
入
に
対
す
る
公
的

補
助
制
度
の
創
設
を
求

め
る
意
見
書

提
出
者　
　

前
崎　

茂
議
員

　

加
齢
性
難
聴
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
減
少
は
、

脳
に
入
っ
て
く
る
情
報
が
少

な
く
な
る
こ
と
で
脳
機
能
の

低
下
に
つ
な
が
り
、
う
つ
や

認
知
症
の
要
因
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

　

日
本
は
欧
米
諸
国
と
比
べ
、

難
聴
者
率
に
大
差
は
な
い
が
、

補
聴
器
の
使
用
率
は
極
め
て

低
い
。
こ
れ
は
、
補
聴
器
購

④

日
米
貿
易
協
定
交
渉
か

ら
北
海
道
農
業
・
農
村

を
守
る
意
見
書

入
に
対
す
る
公
的
補
助
制
度

の
確
立
が
か
か
わ
り
、
日
本

は
自
費
と
な
る
こ
と
が
多
い

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

政
府
の
方
針
で
は
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
を
求
め
て
い

る
が
、
聞
こ
え
に
く
さ
は
大

き
な
障
害
と
な
る
。
高
齢
に

な
っ
て
も
、
心
身
と
も
に
健

や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

認
知
症
の
予
防
、
健
康
寿
命

の
延
伸
に
も
つ
な
が
る
よ
う

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
補
助
制
度

の
創
設
を
強
く
要
望
す
る
。

⑤

新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
に
関
す
る
意
見
書

安
全
な
日
本
の
食
糧
を
守
り
た
い

　

よ
っ
て
、
安
心
・
安
全
な

食
糧
を
安
定
的
に
供
給
す
る

観
点
か
ら
わ
が
国
の
食
糧
主

権
及
び
食
料
安
全
保
障
が
守

ら
れ
る
よ
う
、
交
渉
内
容
の

丁
寧
な
情
報
提
供
を
行
い
、

国
民
合
意
が
な
い
ま
ま
交
渉

を
拙
速
に
妥
結
し
な
い
こ
と

や
、
米
国
の
強
硬
な
要
求
に

屈
す
る
こ
と
な
く
重
要
農
畜

産
物
の
関
税
削
減
・
撤
廃
及

び
輸
入
枠
拡
大
な
ど
は
断
じ

て
受
け
入
れ
な
い
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

提
出
者　
　

浜
頭　

勝
議
員

　

現
行
の
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
は
令
和
３
年

３
月
を
も
っ
て
失
効
す
る
。

　

過
疎
地
域
は
、
都
市
に
食

糧
や
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
、
森
林
に
よ
る
温
暖
化
防

止
な
ど
に
多
大
な
貢
献
を
し

て
い
る
。
過
疎
地
域
が
健
全

に
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
、
都

市
も
含
め
た
国
民
全
体
の
安

心
な
生
活
に
寄
与
す
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
総
合
的
な

過
疎
対
策
の
充
実
強
化
を
さ

せ
る
た
め
、
新
た
な
過
疎
対

策
法
の
制
定
を
強
く
要
望
す

る
。
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●第２回定例会では、賛否のあった議案はありませんでした。（全て全会一致）
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次のページは「一般質問」

『補聴器・介護補助機器・ふまねっと』

令和元年　第２回定例会　議案審議結果

※全会一致した議案の掲載は省略しています。

（３）議員協議会・研修・その他 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：対象外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

５／20 議会報告会（音調津・２班） － ○ ○ ○ － － － ○ ○ － － ○ ○

６／５ 第５回議員協議会 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員の会議等出欠状況をお知らせします
（平成31年４月臨時会終了後～令和元年６月定例会まで）

（１）定例会・臨時会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名
浜
野　
　

隆

萬
亀
山
ち
ず
子

北
藤　

利
通

前
崎　
　

茂

志
村　

國
昭

山
谷　

照
夫

星
加　

廣
保

渡
辺
富
久
馬

小こ

田だ　

英
勝

小お

田だ　

雅
二

旗
手　

恵
子

浜
頭　
　

勝

堀
田　

成
郎開催日 開催会議名・主な内容

５／13 第３回臨時会（条例改正など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６／５ 第２回定例会（条例制定・改正など） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６／６ 第２回定例会（一般質問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 早 ○ ○ ○ ○ ○

６／７ 第２回定例会（補正予算など） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日数計 ４日 出席日数計 ４ ４ ３ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４

※堀田議員は議長のため、各委員会に所属していませんが、オブザーバーとして出席しています。

（２）委員会 ○：出席　×：欠席　遅：遅参　早：早退　－：所属外

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

議 員 名 浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

小こ

田だ

小お

田だ

旗
手

浜
頭

堀
田開催日 開催会議名・主な内容

４／22 第１回産業常任委員会 － ○ － － － ○ － － ○ ○ ○ ○ ×

５／９ 第２回総務常任委員会 ○ － ○ ○ ○ － ○ ○ － － － － ○

５／９ 議会広報編集会議 ○ － － ○ ○ － ○ ○ － × － － －

５／16 第２回議会広報特別委員会 ○ － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － ×

５／31 第３回議会運営委員会 － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － ○ ○

６／７ 議会広報編集会議 ○ － － ○ ○ － ○ ○ － ○ － － －

※団体で傍聴を希望する方は、議会事務局にご連絡ください。（℡2－0180）

【インターネット中継　実施中】
　広尾町のホームページから議会の生中継、録画中継をご覧いただけます。

町議会を見に来ませんか

議会はどなたでも傍聴できます

仕事の合間に 団体などで友達と

役
場
の
３
階
に

お
越
し
く
だ
さ
い

「
傍
聴
人
入
口
」
で

住
所
・
氏
名
を
記
入

傍
聴
席
へ
ど
う
ぞ
！

席
は
自
由
で
す

手
続
き
は
簡
単

　次回　

定例会は

９／６（金）

開会予定

　第２回定例会開会の３日間で延べ10人が議会を

傍聴しました。

6/6 議会モニターが一般質問を傍聴
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前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

75
歳
以
上
の
約
７

割
が
難
聴
に
悩
ん

で
お
り
、
加
齢
性
難
聴
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困

難
に
す
る
な
ど
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
し
、
う
つ
や
認

知
症
の
要
因
に
な
る
。

　
欧
米
諸
国
の
難
聴
者
の
割

合
は
、
我
が
国
と
大
差
が
な

い
も
の
の
、
補
聴
器
使
用
率

は
、
３
～
４
割
と
高
く
、
こ

れ
は
公
的
補
助
制
度
が
確
立

し
て
い
る
た
め
と
言
わ
れ
て

い
る
。
一
方
、
日
本
の
約
９

割
の
障
害
認
定
さ
れ
て
い
な

い
高
齢
者
は
、
保
険
適
用
外

の
た
め
高
額
な
補
聴
器
を
自

費
で
購
入
し
て
い
る
。

　
補
聴
器
は
高
齢
者
の
社
会

参
加
の
必
需
品
と
な
る
。
心

身
と
も
に
健
や
か
で
い
る
た

め
に
、
補
聴
器
購
入
に
対
し
、

本
町
も
支
援
体
制
を
構
築
す

べ
き
で
は
。

一 般 質 問

町
独
自
で
は
難
し
い

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に

係
る
補
助
制
度
の
創
設
を

町
長

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

　

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
補
助
制
度
は
、

障
害
者
総
合
支
援
法
の
補
装

具
費
支
給
制
度
に
基
づ
き
実

施
し
て
お
り
、
聴
覚
機
能
障

害
２
級
か
ら
６
級
所
持
者
が

対
象
。
こ
の
制
度
を
利
用
し

た
補
聴
器
購
入
の
自
己
負
担

額
は
、
住
民
税
非
課
税

の
方
は
基
準
額
内
で
あ

れ
ば
負
担
は
な
く
、
課

税
の
方
は
１
割
の
負
担

と
な
る
。

　

こ
の
補
装
具
費
支
給

制
度
は
、
国
、
道
、
町

が
そ
れ
ぞ
れ
公
費
負
担

に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

現
在
、
町
内
の
聴
覚
機

能
障
害
者
は
37
人
で
、

そ
の
う
ち
16
人
が
こ
の

制
度
を
利
用
。
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
加
齢
性
難
聴
者

へ
の
補
助
は
、
国
の
負
担
が

な
い
た
め
実
施
は
難
し
い
。

今
後
は
現
行
制
度
の
枠
組
み

の
中
で
、
引
き
続
き
難
聴
者

の
支
援
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
。

一般質問とは・・・

議員が定例議会で町長などに執行機関の考え方について
報告を求めたり、疑問をただすことです。

広尾町議会では１回目は一括質問方式、2回目以降は
一問一答方式となっています。

※議会だよりでは、内容を要約して掲載しています。

６月定例会では、
４人の議員が一般質問を
行いました。

広尾サンタランドマスコットキャラクター

「さーたちゃん」
●一般質問　項目一覧

小
お

田
だ

雅二議員

町民の安心、安全な生活を守るための対策
Ｐ９

人口減で町内会活動に支障が

海洋ゴミによる海洋汚染対策について
Ｐ10

北藤利通議員 どう進める？バイオガスプラント

前崎　茂議員

加齢性難聴者の補聴器購入に係る補助制度の創設を Ｐ６

介護ロボットの導入で職員の負担軽減
Ｐ７

「ふまねっと」の普及促進を

旗手恵子議員
子育て支援法の改正で懸念されることは？

Ｐ８
広尾高校の制服　経済的負担軽減を
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次のページも「一般質問」

『子育て支援・高校制服・安心安全な生活・町内会活動』
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質
問

本
町
の
特
養
な
ど

の
高
齢
者
介
護
施

設
で
は
、
介
護
士
等
の
人
員

不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
り
、

入
所
希
望
者
の
受
け
入
れ
体

制
に
影
響
が
出
て
い
る
。

　
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア

の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る

高
知
県
春
野
町
で
は
、
介
護

補
助
機
器
導
入
後
の
腰
痛
発

生
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
で
、
離

職
を
な
く
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
北
海
道
は
、
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
の
機
器
を
導
入
す
る

事
業
所
に
対
し
補
助
制
度
を

設
け
て
い
る
。
介
護
職
員
の

身
体
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入

を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
。

福祉用具を活用し、複数人で介助を行う職員

※撮影：高校生

　介護ロボットの導入で職員の負担軽減

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

別の方法で負担軽減に努める町長

村
瀨
町
長

答
弁

　

広
尾
町
特
養
で
は
、
寝
た

き
り
の
要
介
護
者
を
ベ
ッ
ド

か
ら
移
乗
さ
せ
る
と
き
は
、

ス
ラ
イ
ド
ボ
ー
ド
と
い
う
福

祉
用
具
を
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
分
で
寝
返
り
が
で

き
な
い
方
に
対
し
て
は
、
自

動
体
位
変
換
機
能
を
備
え
た

エ
ア
マ
ッ
ト
レ
ス
を
導
入
。

さ
ら
に
、
介
護
職
員
自
身
が

適
切
な
姿
勢
や
ケ
ア
方
法
を

学
び
、
必
ず
複
数
人
で
介
助

を
行
う
な
ど
の
負
担
軽
減
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
介
護
職

員
の
腰
痛
検
査
も
年
２
回
行
っ

て
お
り
、
早
期
発
見
、
早
期

予
防
に
努
め
て
い
る
。

　

介
護
ロ
ボ
ッ
ト

は
１
台
40
～
50
万

円
と
高
額
で
あ
る

た
め
、
北
海
道
の

補
助
事
業
等
を
見

き
わ
め
な
が
ら
、

引
き
続
き
入
所
者

に
安
全
で
安
心
な

介
護
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
介
護

職
員
の
負
担
軽
減

に
努
め
て
い
く
。

※ノーリフティングケア
　要介護者の身体を人力で持ち上げたり、抱え上げたり、
ベッドの上で引きずったりしないで、福祉用具等を適切
に活用する介護のこと。

※

介
護
予
防
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
推
進
し
て
い
く

「
ふ
ま
ね
っ
と
」
の
普
及
促
進
を

町
長

前
ま え

崎
ざ き

　茂 議員

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

厚
労
省
は
、
認
知

症
患
者
数
が
２
０

２
５
年
に
は
７
３
０
万
人
に

な
る
と
推
計
し
て
い
る
。

　
北
海
道
教
育
大
学
の
北
澤

一
利
教
授
が
２
０
０
４
年
に

考
案
し
た
「
ふ
ま
ね
っ
と
」
は
、

週
に
１
回
１
時
間
程
度
の
運

動
を
続
け
る
と
、
日
常
生
活

で
転
倒
が
減
り
、
歩
行
機
能

が
改
善
し
、
注
意
力
や
記
憶

力
な
ど
の
認
知
機
能
も
改
善

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
本
町
も
平
成
22
年
に
「
ふ

ま
ね
っ
と
」
の
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
き
、
10
名
が

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
活
動
し

て
い
る
が
、
新
規
の
有
資
格

者
が
増
加
し
て
い
な
い
現
状
。

「
ふ
ま
ね
っ
と
」
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
先
進
地
の
よ

う
に
受
講
料
等
の
助
成
を
し

て
、
普
及
促
進
に
努
め
る
べ

き
だ
と
思
う
が
。

　

「
ふ
ま
ね
っ
と
」
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ふ
ま
ね
っ

と
サ
ン
タ
が
中
心
と
な
り
普

及
し
て
い
る
。
主
な
活
動
場

は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、

ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
、
豊
似
ふ

ま
ね
っ
と
サ
ロ
ン
の
３
か
所

50cm四方のマス目の網を踏まないように歩く「ふまねっと」

で
あ
り
、
そ
の
ほ
か

町
内
会
の
健
康
キ
ャ

ラ
バ
ン
や
各
団
体
か

ら
の
要
望
を
受
け
、

活
動
し
て
い
る
。

　

昨
年
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
て
養
成

講
座
受
講
に
対
し
て

費
用
の
一
部
助
成
が

始
ま
っ
た
。
町
と
し

て
も
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
て
い
る
い
き
い
き

百
歳
体
操
や
脳
活
き

活
き
教
室
等
の
介
護

予
防
事
業
と
あ
わ
せ
て
、「
ふ

ま
ね
っ
と
」
が
介
護
予
防
と

し
て
住
民
が
自
分
に
合
っ
た

場
を
選
択
し
、
参
加
で
き
る

よ
う
社
会
福
祉
協
議
会
と
協

力
し
、
推
進
し
て
い
き
た
い
。
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村
瀨
町
長

答
弁

質
問

子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法

の
改
正
は
、
子
ど
も
の

権
利
を
保
障
す
る
も
の

と
い
え
る
の
か
。

　
無
償
化
は
消
費
税
増

税
分
を
財
源
に
し
て
お

り
、
今
後
、
無
償
化
拡

大
・
保
育
施
設
の
拡
充

等
を
進
め
る
際
、
さ
ら

な
る
消
費
税
増
税
を
迫

ら
れ
る
の
で
は
。
ま
た
、

保
育
料
の
無
償
化
の
恩

恵
は
、
低
所
得
者
に
は

極
め
て
限
定
的
で
、
増

税
の
傷
み
だ
け
押
し
付

子育て世代が不安なく生活していくために

財
源
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
検
討
す
る

広
尾
高
校
の
制
服

　
　
経
済
的
負
担
軽
減
を

旗
は た

手
て

恵子 議員
が
大
き
く
、
制
服
や
教
科
書

等
で
10
万
円
近
い
支
出
と
な

る
。

　
十
勝
管
内
で
は
、
士
幌
町

が
高
校
進
学
支
援
金
と
し
て

年
額
10
万
円
、
そ
の
ほ
か
上

士
幌
町
、
幕
別
町
、
池
田
町
、

本
別
町
、
足
寄
町
な
ど
が
助

成
を
し
て
お
り
、
大
樹
町
で

は
、
入
学
準
備
金
と
し
て
30

人
（
町
内
在
住
で
新
入
学
者
）

に
３
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

予
算
は
90
万
円
で
喜
ば
れ
て

い
る
と
聞
い
た
。

　
保
護
者
負
担
軽
減
と
、
広

尾
高
校
存
続
の
観
点
か
ら
、

助
成
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

質
問

高
校
入
学
準
備
に

係
る
支
出
は
負
担

菅
原
教
育
長

答
弁

　

管
内
で
も
い
く
つ
か
の
町

村
が
実
施
し
て
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
今
の
本

町
の
財
政
状
況
で
は
非
常
に

厳
し
い
の
が
事
実
で
あ
る
。

　

本
町
は
、
資
格
取
得
検
定

料
、
通
学
費
、
下
宿
等
の
補

助
を
は
じ
め
と
す
る

10
の
施
策
を
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
助
成
し
て

い
る
。
現
在
の
事
業

を
見
直
し
、
財
源
を

見
出
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
検
討
材
料
の
ひ

と
つ
と
し
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
今

後
、
管
内
自
治
体
の

動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。

高校存続に向けてできることとは

旗
は た

手
て

恵子 議員

子育て支援法の改正で
　　　懸念されることは？

子どもの権利を実現・確保するために
必要な施策

町長

　

国
は
、
無
償
化
で
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
へ

と
転
換
し
て
お
り
、
本
町
も
、

子
ど
も
の
生
存
、
発
達
、
保

護
な
ど
の
権
利
を
実
現
、
確

保
を
す
る
た
め
に
必
要
な
施

策
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
増
税
な
ど
で
低
所

得
者
世
帯
の
負
担
が
増
え
る

こ
と
は
、
少
子
化
対
策
の
観

点
か
ら
も
逸
脱
す
る
の
で
、

国
の
動
向
を
見
定
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
低
所
得
者
世

帯
の
給
食
費
の
免
除
の
規
定

は
引
き
続
き
あ
る
が
、
詳
細

は
未
定
の
た
め
、
今
後
方
針

を
定
め
て
い
く
。

　

給
食
の
実
費
に
よ
る
事
務

や
徴
収
に
関
し
て
は
子
育
て

支
援
室
の
事
務
担
当
が
行
い
、

保
育
現
場
に
は
負
担
が
な
い

よ
う
対
応
す
る
。

け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
さ
ら
に
、
給
食
も
保
育
の

一
環
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
教
育
・
保
育
給
付
に
含

ま
れ
て
い
た
食
材
費
が
、
公

的
給
付
か
ら
外
さ
れ
、
実
費

徴
収
と
な
る
。
事
務
処
理
な

ど
保
育
現
場
の
負
担
増
と
な

ら
な
い
か
。

　

広
尾
高
校
進
学
を
希
望
す

る
生
徒
が
経
済
的
負
担
で
進

学
を
断
念
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
ま
た
、
広
尾
高
校
の

存
続
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

支
援
が
効
果
的
な
の
か
を
検

討
し
て
い
く
。
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町
内
会
活
動
は
親

睦
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
り
防
犯
、

防
災
と
多
岐
に
わ
た
り
、
重

要
な
ま
ち
づ
く
り
の
土
台
と

も
言
え
る
。

　
し
か
し
、
先
月
の
行
政
報

告
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
会
員

数
不
足
に
よ
り
美
幌
と
フ
ン

ベ
の
町
内
会
が
合
併
し
、
今

後
に
お
い
て
も
他
地
区
で
の

再
編
等
の
見
直
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
お
い
て

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
安
否

確
認
を
は
じ
め
、
様
々
な
対

応
が
求
め
ら
れ
、
行
政
と
更

に
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
が

必
要
だ
が
、
町
と
し
て
の
考

え
は
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
の

中
核
は
、
町
内
会
活
動
で
あ

り
、
地
域
の
事
情
に
即
し
た

自
主
活
動
が
行
わ
れ
、
交
通

安
全
、
防
犯
、
防
災
、
美
化

運
動
な
ど
を
通
じ
て
相
互
の

交
流
を
深
め
て
い
る
。

　

特
に
、
災
害
発
生
時
に
は

ふ
だ
ん
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て

い
る
地
域
の
人
々
が
集
ま
っ

て
お
互
い
に
協
力
し
合
い
な

が
ら
、
組
織
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

　

各
町
内
会
に
設
置
し
て
い

る
自
主
防
災
組
織
は
、
防
災

知
識
の
普
及
や
啓
発
、
防
災

保
管
庫
の
点
検
、
独
自
に
防

自主防災訓練「消火訓練」（丸山５丁目町内会）

人口減で町内会活動に支障が

小
お

田
だ

雅二 議員

とりわけ災害時活動に支障が出ないよう指導する町長

し
て
破
壊
さ
れ
る
あ
ま
り
に

も
む
ご
い
事
故
や
事
件
が
こ

の
２
ケ
月
の
間
に
い
く
つ
も

発
生
し
た
。
東
池
袋
の
高
齢

者
に
よ
る
暴
走
事
故
で
親
子

が
死
亡
。
滋
賀
県
大
津
市
の

保
育
園
児
た
ち
の
中
へ
車
両

が
突
っ
込
み
２
人
が
死
亡
。

川
崎
市
で
死
傷
者
20
人
に
及

ぶ
殺
傷
事
件
。

　
防
ぎ
き
れ
な
い
事
故
と
は

言
え
、
こ
の
町
で
も
起
こ
り

う
る
も
の
と
し
て
行
政
の
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

の
免
許
返
納
、
交
差
点
・
交

通
標
識
の
可
視
性
、
交
通
指

導
、
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家

等
の
現
状
の
確
認
と
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

質
問

私
た
ち
の
穏
や
か

な
日
常
が
一
瞬
に

村
瀨
町
長

答
弁

　

運
転
経
歴
証
明
書
等
を
助

成
す
る
事
業
を
実
施
し
、
よ

り
一
層
高
齢
者
が
自
主
的
に

免
許
返
納
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
今
後

は
、
広
報
掲
載
や
後
期
高
齢

者
医
療
の
お
知
ら
せ
に
同
封

し
て
周
知
し
た
り
、
老
人
ク

町内各所にある「こども110番の家」

通
学
路
交
通
安
全

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む

町
民
の
安
心
、
安
全
な

生
活
を
守
る
た
め
の
対
策

小
お

田
だ

雅二 議員

町
長

ラ
ブ
等
で
警
察
が
講

話
を
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

道
路
の
構
造
上
点

検
で
は
、
関
係
機
関

と
昨
年
９
月
と
本
年

４
月
に
通
学
路
の
状

況
点
検
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
ぐ

る
み
で
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
守
る
子
ど

も
１
１
０
番
の
家
の

旗
が
、
55
か
所
あ
る

が
、
点
検
の
結
果
、
設
置
箇

所
の
増
加
が
必
要
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。
そ
の
対
策
も
含

め
、
今
年
は
、
広
尾
町
通
学

路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

つ
く
り
、
児
童
生
徒
が
安
全

に
通
学
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

災
訓
練
を
実
施
し
て

い
る
組
織
も
あ
り
、

災
害
発
生
時
に
は
高

齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
自
力
で
避
難
で
き

な
い
人
の
避
難
誘
導
、

被
災
者
の
救
出
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　

町
内
会
活
動
は
特

に
災
害
時
に
大
き
な

効
果
を
出
す
た
め
、

し
っ
か
り
と
町
内
会

活
動
の
推
進
を
指
導

し
て
い
き
た
い
。
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こ
の
事
に
つ
い
て

は
前
回
も
質
問
し

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

た
が
、
国
は
２
０
２
０
年
ま

で
に
は
レ
ジ
袋
の
不
使
用
を

義
務
化
し
、
ま
た
２
０
３
０

年
ま
で
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
や
ボ
ト
ル
の
削
減
率
を

25
％
と
す
る
な
ど
、
や
っ
と

腰
を
上
げ
た
が
、
諸
外
国
と

比
べ
て
対
応
が
著
し
く
遅
い

状
況
で
あ
る
。
イ
ン
ド
や
フ

ラ
ン
ス
で
は
す
で
に
レ
ジ
袋

を
禁
止
し
て
い
る
。

　
国
内
自
治
体
で
は
富
山
県
、

山
梨
県
が
10
年
以
上
前
に
開

始
し
て
お
り
、
杉
並
区
も
２

０
０
８
年
に
条
例
化
し
て
い

る
。

海洋ゴミによる海洋汚染対策について

小
お

田
だ

雅二 議員

協議のうえ、取り組みを進める町長

　
漁
業
の
町
と
し
て
、
何
ら

か
の
取
り
組
み
に
行
動
を
起

こ
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
だ
け

で
は
足
り
な
い
と
こ
ろ
ま
で

踏
み
込
ん
で
き
て
お
り
、
世

界
的
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
買
い
物
袋
の
有
料

化
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
、

国
は
義
務
的
に
有
料
化
に
す

る
と
い
う
法
制
化
で
進
ん
で

い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

に
な
る
よ
う
な
も
の
を
製
造

し
な
い
取
り
組
み
も
こ
れ
か

ら
は
必
要
と
な
る
。

村
瀨
町
長

答
弁

質
問

本
町
の
生
乳
生
産

量
は
、
平
成
30
年

度
に
５
万
９
千
ト
ン
に
せ
ま

り
、
連
続
更
新
を
続
け
る
中
、

道
産
生
乳
の
安
定
供
給
、
持

続
可
能
な
酪
農
を
行
う
う
え

で
、
適
正
な
ふ
ん
尿
処
理
が

求
め
ら
れ
る
。

　
農
協
が
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
の
建
設
に
向
け
て
、
平

成

29
・
30
年
度
の
２
か
年
、

調
査
事
業
に
取
り
組
み
、
町

も
財
政
支
援
を
し
て
い
る
。

今
後
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

参
加
希
望
酪
農
家
と
農
協
間

で
法
人
の
設
立
、
運
営
方
法
、

建
設
へ
向
け
た
計
画
策
定
な

ど
の
動
き
が
出
て
く
る
が
、

売
電
収
入
が
見
通
せ
な
い
現

状
で
は
、
多
額
の
設
備
投
資

と
運
営
コ
ス
ト
が
課
題
と
な

る
。
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

の
推
進
に
つ
い
て
、
町
の
考

え
は
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
は
、

環
境
に
配
慮
し
た
家
畜
ふ
ん

尿
処
理
と
あ
わ
せ
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
と
し
て

電
気
や
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生

産
、
消
化
液
の
肥
料
化
な
ど
、

地
産
地
消
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

　

町
は
、
農
協
が
主
体

と
な
っ
て
着
実
に
こ
の

事
業
が
推
進
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
け
る
よ

う
、
今
後
も
努
力
を
し

て
い
き
た
い
。

　

売
電
収
入
に
関
す
る

指
摘
は
、
十
勝
バ
イ
オ

ガ
ス
関
連
事
業
推
進
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
農

業
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
は
、
環
境
へ
の
配

慮
、
地
元
の
経
済
・
産

業
振
興
に
役
立
て
る
こ

と
な
ど
、
こ
の
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
国
に
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
。
今
後
も
関
係

機
関
と
協
議
の
う
え
、
他
の

町
村
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
進

め
て
い
き
た
い
。

海辺に落ちているごみ

適正なふん尿処理が求められる

農
協
が
主
体
と
な
り

事
業
を
推
進
し
て
い
く

ど
う
進
め
る
？

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

北
き た

藤
ふ じ

利通 議員

町
長

　

本
町
と
し
て
も

商
工
会
と
十
分
話

し
合
い
な
が
ら
、

い
ち
早
く
個
々
の

店
が
有
料
化
を
し
、

ご
み
袋
を
使
わ
な

い
な
ど
、
住
民
に

理
解
を
い
た
だ
い

て
、
買
い
物
袋
を

持
参
し
て
い
た
だ

く
取
り
組
み
を
積

極
的
に
進
め
て
い

き
た
い
。

併
し
、
本
年
４
月
１
日
か
ら

「
桜
町
内
会
」
と
な
っ
た
。
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国
保
税
条
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の
一
部
改
正
）
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第
３
回

臨
時
会
５/13

今
回
改
正
分
の
増
収
額

は
い
く
ら
か
。

５
０
０
万
円
程
度
の
増

収
を
見
込
ん
で
い
る
。

問答

国
保
税
負
担
割
合
が
高

い
た
め
、
国
に
公
費
負

問担
の
増
加
を
求
め
て
は
。

答

公
費
負
担
の
拡
大
を
他

団
体
等
と
連
携
し
要
望

　

保
険
税
賦
課
限
度
額
の
引

き
上
げ
や
、
税
額
の
軽
減
措

置
判
定
所
得
の
範
囲
を
拡
大

し
ま
す
。

（
４
月
１
日
か
ら
適
用
）

国
保
税
の
改
正

４
月
１
日
付
人
事
異
動

行
政
区
域
の
再
編

　
令
和
元
年
第
３
回
臨
時
会

が
５
月
13
日
に
開
か
れ
、
専

決
処
分
の
承
認
、
条
例
改
正
、

補
正
予
算
な
ど
の
議
案
７
件

を
審
議
。
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
承
認
・
可
決
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

保険税賦課限度額の引き上げ

基礎課税額
後期高齢者

支 援 金 分
介護納付金分

平成30年度 58万円 19万円 16万円

令和元年度 61万円 19万円 16万円

※国の改正と同様に広尾町も改正しました。

低所得世帯への保険税軽減を拡大

５割軽減の基準額 ２割軽減の基準額

平成30年度まで 33万円＋27万5000円×被保険者数 33万円＋50万円×被保険者数

令和元年度以降 33万円＋28万円　　×被保険者数 33万円＋51万円×被保険者数

※今回の改正は、5割・2割軽減の基準が拡大となりました。

令和元年 第３回臨時会 議案審議結果
●賛否のあった議案（議案名は一部省略しています）

議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 議
決
結
果

浜
野

萬
亀
山

北
藤

前
崎

志
村

山
谷

星
加

渡
辺

こ
だ

お
だ

旗
手

浜
頭

堀
田

国保税条例の一部改正 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ －
可決

（9-3）

※堀田議員は議長のため、採決には加わりません。

賛成：○　反対：×　欠：欠席

※全会一致した議案の掲載は省略しています。

行 

政 

報 

告

議会の議決を必要とするもの
　・工事の請負契約は5000万円以上
　・財産の取得は700万円以上

し
て
い
く
。

　

発
令
件
数
96
件
の
う
ち
、

昇
格
14
人
（
課
長
職
・
４
人
、

課
長
補
佐
職
・
４
人
、
係
長

職
・
６
人
）、
新
規
採
用
職

員
６
人
、
再
任
用
職
員
２
人
。

病
院
の
独
立
行
政
法
人
化
に

よ
り
職
員
数
は
大
幅
に
減
少

し
、
１
５
１
人
と
な
っ
た
。（
前

年
１
９
４
人
）

前
崎　

茂
議
員

反
対

　

所
得
割
額
や
応
益
割
額
が

高
す
ぎ
る
た
め
、
高
額
所
得

者
と
言
え
な
い
世
帯
ま
で
限

度
額
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

国
が
財
政
支
援
を
せ
ず
限
度

額
を
引
き
上
げ
る
だ
け
で
は
、

国
保
財
政
の
窮
迫
は
解
決
で

き
ず
、
被
保
険
者
の
負
担
は

増
す
ば
か
り
と
考
え
、
本
案

に
反
対
す
る
。

北
藤
利
通
議
員

賛
成

　

中
間
所
得
者
層
の
負
担
に

配
慮
し
た
賦
課
限
度
額
や
低

所
得
者
へ
の
軽
減
拡
大
、
及

び
低
所
得
者
に
負
担
が
か
か

ら
な
い
保
険
税
率
の
改
正
と

な
っ
て
お
り
、
本
町
は
厳
し

い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

や
む
を
得
な
い
も
の
と
考
え
、

本
案
に
賛
成
す
る
。

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

必
要
事
項
を
改
正
し
ま
し
た
。

【
主
な
改
正
点
】

①
個
人
町
民
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
適
用
期
間
延
長

　

延
長
期
間
は
11
～
13
年
目

の
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
に
残
額
が
あ
る
場
合
、
限

度
額
の
範
囲
内
で
控
除
。

②
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
特

例
及
び
軽
減
措
置
の
拡
大

　

環
境
性
能
割
の
導
入
に
よ

り
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
対

税
条
例
、都
市
計
画

税
条
例
の
改
正

象
を
電
気
軽
自
動
車
等
に
限
定
。

　

ま
た
、本
年
10
月
１
日
か
ら
翌

年
９
月
30
ま
で
の
間
に
取
得
し

た
自
家
用
軽
自
動
車
の
環
境

性
能
割
の
税
率
を
１
％
軽
減
。

その他決まったこと

◎工事請負契約を締結しました。

　【工事名】豊似小学校校舎改築（解体・建築）工事

　【契約額】5076万円

　【契約相手方】アカイシ建設㈱（並木通東２）

◎除雪ドーザ（13トン）１台を2010万円9600円で

財産を取得する契約を締結しました。

平成30年度　補正予算の内訳

一般会計 ⑫、⑬
76億4277万円 3401万円

介護保険特別会計 ⑥
7億2212万円

※増減なし
　歳出内訳の補正

介護サービス事業特別会計 ⑥
2億6228万円

※増減なし
　歳入内訳の補正

※会計名の後の丸数字は補正回数（１万円未満切り捨て）

減

　

美
幌
町
内
会
と
フ
ン
ベ
町

内
会
が
、
会
員
の
減
少
や
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
、
役
員
の

な
り
手
不
足
な
ど
の
た
め
合

併
し
、
本
年
４
月
１
日
か
ら

「
桜
町
内
会
」
と
な
っ
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

養
護
老
人
ホ
ー
ム
配
管
改
修

工
事

契
約
額

－

４
４
２
８
万
円

契
約
の
相
手
方

－

（
有
）
田

中
建
設
（
丸
山
通
北
７
）
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総務常任委員会

委員長　北藤利通　副委員長　前崎　茂

調査日　令和元年５月９日

各施設の運営状況は

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
昭
和

39
年
６
月
に
開
設
さ
れ
、
平

成
11
年
度
に
現
在
地
に
移
転

改
築
、
全
室
個
室
と
な
る
。

　

特
養
は
昭
和
56
年
８
月
に

開
設
、
平
成
６
年
４
月
か
ら

は
定
員
10
人
の
短
期
入
所
も

併
設
運
営
し
て
い
る
。

　

共
用
で
食
堂
兼
多
目
的
ホ
ー

ル
を
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
し
た

り
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
や
音

楽
レ
ク
、
体
操
な
ど
を
実
施

し
、
入
所
者
の
ケ
ア
を
行
っ

て
い
る
。
主
な
行
事
に
夏
ま

つ
り
や
敬
老
会
、
誕
生
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
慰
問
開
催
な
ど
が
あ
る
。

　

今
年
４
月
に
認
定
こ
ど
も

園
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
定

員
１
６
５
人
に
対
し
、
１
３

７
人
が
入
園
し
て
お
り
、
５

月
に
親
子
バ
ス
遠
足
や
９
月

に
運
動
会
、
６
月
と
１
月
に

保
育
参
観
日
等
の
行
事
を
行
う
。

　常任委員会　所管事務調査 ～養護老人ホーム（かもめ）

特別養護老人ホーム（つつじ苑）～

４
月
開
設
　
認
定
こ
ど
も
園

前
年
度
と
の
職
員
数
の

比
較
は
。

正
職
員
が
３
人
減
で
13

人
、
臨
時
職
員
が
１
人

増
の
15
人
、
代
替
職
員
は
４

人
増
の
17
人
。

４
～
５
歳
児
の
数
と
入

園
者
数
の
実
態
は
。

問答

の
に
対
し
、
本
町
は
18
・
７
％

と
、
管
内
で
最
も
高
い
。

両
施
設
の
併
願
申
込
や
、

す
で
に
他
町
村
の
施
設

問答

可
能
で
あ
る
。

に
入
所
し
て
い
る
人
の
入
所

申
込
は
可
能
か
。

今
後
の
採
用
予
定
と
、

職
員
数
の
減
少
に
よ
る

広
尾
高
校
な
ど
の
学
校

に
採
用
募
集
を
出
す
な

問答 定
員
割
れ
や
介
護
報
酬
へ
の

影
響
は
。

ど
人
員
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
現
在
の
職
員
の
離
職

防
止
を
図
っ
て
い
る
。
介
護

報
酬
へ
の
影
響
は
月
額
で
一

人
あ
た
り
約
30
万
円
の
減
収

と
な
る
。

４
～
５
歳
児
85
人
の
う

ち
、
ひ
ろ
お
保
育
園
に

71
人
、
豊
似
保
育
所
に
13
人
、

問答

大
樹
町
の
保
育
園
に
１
人
入

園
し
て
い
る
。

職
員
が
定
着
し
な
い
要

因
は
。

今
後
、
十
分
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
指
導

を
徹
底
し
た
い
。

問答

平成31年４月19日現在

年齢 定員 入園児数 待機児童

０歳 6人 4人 1人

１歳 12人 13人 3人

２歳 22人 22人 3人

３歳 25人 27人 0人

４歳 50人 43人 0人

５歳 50人 28人 0人

合計 165人 137人 7人

年齢別入園状況

◇【１号認定】　満３歳以上で保育を必要としない

　 従来の幼稚園

　 定員50人のうち入園児数39人

◇【２号認定】　満３歳以上で保育を必要とする

　 定員75人のうち入園児数59人

◇【３号認定】　０～２歳で保育を必要とする

　 定員40人のうち入園児数39人

平成31年４月１日現在

共用の多目的ホールで行う朝のタオル体操（養護）

７月上旬「親子磯遊び」
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調査日　平成31年４月22日

ひろお

産業常任委員会

委員長　小
こ

田
だ

英勝　副委員長　山谷照夫

　

現
在
の
公
営
住
宅
６
４
３

戸
の
う
ち
空
き
家
は
、
全
体

の
15
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
29
年
度
と
比
べ
、
３
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
特

に
空
き
家
の
割
合
が
高
い
の

は
、
音
調
津
団
地
で
50
％
、

次
い
で
豊
似
団
地
42
％
、
野

塚
団
地
36
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

世
帯
主
年
齢
60
歳
以
上
の

高
齢
者
世
帯
は
、
団
地
全
体

の
55
・
４
％
で
、
平
成
29
年

度
と
比
較
し
、
１
・
４
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

　

十
勝
管
内
の
市
町
村
毎
の

全
世
帯
数
に
対
す
る
公
営
住

宅
世
帯
数
の
割
合
で
は
、
管

内
平
均
が
６
・
47
％
で
あ
る

公営住宅の維持管理

～増える空き家の活用策は～

問答 の
に
対
し
、
本
町
は
18
・
７
％

と
、
管
内
で
最
も
高
い
。

家
賃
は
住
宅
の
大
き
さ

と
新
し
さ
で
異
な
り
、

収
入
分
位
別
合
計
表
の

第
８
分
位
の
家
賃
は
。

平成３年建築「音調津団地」

古
い
団
地
は
最
高
額
で
も

１
万
円
台
だ
が
、団
地
に
よ
っ

て
は
８
万
円
か
ら
10
万
円
を

超
え
る
場
合
も
あ
る
。
公
営

住
宅
は
収
入
の
低
い
人
に
供

給
す
る
目
的
で
制
度
設
計
さ

れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

問答 の
有
無
は
。

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

人
の
た
め
と
い
う
前
提

高
齢
者
が
将
来
入
居
を

希
望
し
た
場
合
の
制
約

問答 性
化
に
資
す
る
事
例
は
。

公
営
住
宅
法
上
は
条
件

が
整
え
ば
サ
ー
ビ
ス
付

空
い
て
い
る
公
営
住
宅

の
転
用
で
、
地
域
の
活

き
高
齢
者
住
宅
へ
の
転

用
を
認
め
て
い
る
例
も

あ
る
。
過
疎
地
域
で
は
、

世
帯
向
け
公
営
住
宅
を

単
身
者
向
け
と
す
る
緩

和
措
置
が
あ
り
、
本
町

で
は
豊
似
、
野
塚
、
新

野
塚
、
音
調
津
の
ほ
か

紅
葉
団
地
も
制
限
を
緩

和
し
て
い
る
。
錦
町
団

地
も
新
築
の
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

に
限
っ
て
単
身
者
の
入

居
を
認
め
て
い
る
が
、

民
間
の
賃
貸
住
宅
に
空
き
家

が
生
じ
な
い
よ
う
な
運
用
が

必
要
と
考
え
る
。
60
歳
以
上

の
高
齢
者
は
、
ど
の
団
地
で

も
単
身
者
の
入
居
が
可
能
。

が
あ
り
、
自
宅

を
所
有
し
て
い

る
人
は
入
れ
な

い
が
、
自
宅
を

譲
渡
し
た
り
、

耐
震
性
が
な
い

場
合
、
住
宅
環

境
と
し
て
劣
悪

な
場
合
な
ど
は
、

年
齢
や
収
入
、

建
物
の
構
造
な

ど
を
調
査
の
う

え
判
断
し
認
め

る
場
合
が
あ
る
。

団地名 戸数 団地名 戸数

大漁団地 ３戸 紅葉団地 48戸

錦町団地 108戸 向陽団地 ８戸

こぶしが丘団地 60戸 向陽共同住宅 ２戸

大空団地 147戸 豊似団地 45戸

栄町団地 72戸 Ｓ30野塚団地 ２戸

栄町共同住宅 16戸 野塚団地 44戸

新北樺団地 48戸 新野塚団地 28戸

新北樺特公賃住宅 ８戸 音調津団地 ４戸

合計 643戸

収入分位別合計表

収入
分位

第１分位
０～10％

第２分位
10～15％

第３分位
15～20％

第４分位
20～25％

月収
0～

104,000円
104,001～
123,000円

123,001～
139,000円

139,001～
158,000円

収入
分位

第５分位
25～32.5％

第６分位
32.5～40％

第７分位
40～50％

第８分位
50％～

月収
158,001～
186,000円

186,001～
214,000円

214,001～
259,000円

259,001円
～

収入分位とは・・・

総務省の家計調査において全国

の世帯を収入別に分布させたも

のをいい、収入の低い順に並べ

て何％に位置するかを表す考え

方のことだよ！

平成31年２月20日現在



10～20歳代
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※会場、出席議員、参加人数については７月発行の「議会速報第43号」に掲載しています。

　議会・議員活動や議会での審議内容を町民の皆さんへお知らせす

る「議会報告会」を５月20日、６月18日の２日間、町内３会場で開

催し、48人に参加いただきました。

　今年は、主に「国保病院の地方独立行政法人への移行経緯」や「議

員定数・議員報酬」をテーマに懇談を行いました。

　ここでは参加いただいた皆さんから、会場やアンケートでお寄せ

いただいた内容をご紹介します。（紙面の都合上、全ての内容掲載

することができないことをご了承願います。）

～
議
会
報
告
会
を
開
催
～

よ

り

開

か

れ

た

たくさんあることに気づかせてもらった。

○報告会に対して質疑が熱心に出てわかることが色々あっ

た。色々な考え方があることを知り、出席して良かった。

○議会内容が少しわかったが、日頃からいかに自分は

無関心であったかもわかった。

○有意義でした。もっと中身を深める議論、交流を続

けてほしい。

○議員と意見交換ができ理解を深めることが出来た。

今回の報告会がいい方向にいけば良いと思う。

○町民の意見に誠意を尽くして答えてくださったと思

う。初めて参加したので、考えていくべきことが

参加者の内訳

参 加 者 数 48 人

アンケート

回 答 者 数
45 人

回 答 率 93.8％

70歳代以上

未回答

30～40歳代

50～60歳代

性別 年齢（単位：人） （単位：人）

会場アンケートでのご感想

議会報告会参加者数の推移

平成29年 平成30年 令和元年

参加者数 129人 74人 48人

議

会

に

６月18日・コミセン大ホール



当日会場で出されたご意見・ご感想など

【国保病院の地方独立行政法人への移行】

○法人に移行して良くなったが、４月以降の収支はど

うなったか。今後、計画通りに収支の改善が図られ

ているか議会がチェックし軌道修正してほしい。

●移行後の経過については、検証する必要があると考

える。

○今まで病院会計の赤字は、町から補てんしているが、

利益が出た場合どうするのか。

○国保病院の患者は増えているのか。

○患者送迎バスの運行はどうなっているのか。

○先生が話しやすく親切だった。

○看護師の質が良くなり改善がみられる。

○耳鼻科があり、薬が少なくなり、血液検査の結果が

すぐに出るなど今までより良い。

○在宅医療の充実を願う。

【議員定数・議員報酬】

○議員としての活動が見えてこないと、議員のなり手

不足に繋がってしまうのかも。定例会や研修会など

を含めて議員の仕事は何回あるのか。

●年に４回の定例会と臨時会がある。委員会は、総務

と産業の常任委員会があり所管事務調査や行政視察

をしており、議会運営委員会もある。広報委員会は、

議会だよりと速報を年４回発行している。その他に

議員個々としての活動や各行事などの参加がある。

　※３月発行の「議会だより№189号（Ｐ25）」に掲載。

○議員定数に対し、人口割合はどれくらいか。

●町民約500人に対し議員は１人の町村もあるが、

1000人に１人の町村もある。町民目線の意見を把握

するには、一定程度の定数が必要である。

○全国的な流れでは、議員のなり手不足解消に報酬を

上げれば解決するような議論になっているが、それ

だけでは解決策にならないのではないか。

●十勝町村議会議長会では、「議員報酬（月額）『十勝

標準』の試算」について取りまとめるなど、管内に

おける報酬のあり方に関する検討も行われている。

なり手不足により報酬を上げて解決しようとしても、

議員の資質や町の財政事情も関わることから、議員

間で協議を行っている。

○議員報酬は、管内７番目と低いとは言えない。地域

から道路整備などを要望しても、町は財政が厳しい

と言う。なり手不足とはいえ、町の財政状況を考慮

すべきであり議員自ら考えてほしい。

●現在、議員定数と報酬について、特別委員会を設置

し協議している。議会報告会での町民の意見や財政

状況についても考慮しなければいけないと考える。

○報酬だけで解決できないし、十分に議論すべきである。

○人口が少ないのに議員数が多いのではないか。議員

が何をやっているのかよくわからない。報酬は減ら

さなくていいが、議員の数は減らすべきだ。

○様々な場所に議員の姿が見えない。

【その他】

○防災に関して、緊急避難場所の質問をしてほしい。

避難場所の音調津総合センターが水没等で使用不能

となった時、どこに避難するのか。

●議員の使命は、「町民の生命、財産を守ること」であり、

町長としっかり議論したい。

○議会報告会の資料で、子ども農山漁村ホームステイ

事業の財源の記載がない。

●企業版ふるさと納税制度や個人版ふるさと納税制度

による寄附金を活用した事業である。

○帯広空港と南十勝をどう結ぶか、利用しやすいアク

セスを考える必要がある。例えば、幸福駅に停留所

をつくるなど、アクセスを良くすると、観光面、移

住促進にもつながると思うが。

●南十勝へのアクセスは、非常に重要な課題であり、

正副議長会や議員間でも取り上げることが大事であ

る。町村長会議などでも取り上げてもらうべきと思

うので、町政懇談会でも意見を出してほしい。

○参加者　●議会

広尾町議会だより　2019年９月１日
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次のページは「議会報告会」

「議会モニター会議」

６月18日・豊似会場：担当１班



任期満了に伴い、議会モニターを新たに12人の方へ委嘱しました。

※任期：令和元年６月１日から令和３年５月31日までの２年間

広尾町議会だより　№191
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議会モニターの委嘱

【１班】◎山谷、浜野、志村、

　　　　 星加、小
お

田
だ

、旗手

【２班】◎渡辺、萬亀山、北藤、

　　　　 前崎、小
こ

田
だ

、浜頭

議会懇談会 ◎：班長

　町内各団体の会合等に議員が足を運

んで、懇談させていただきます。

　少人数でもかまいませんので「議会

議員と懇談したい」という団体・サー

クル・グループ等がありましたら、議

会事務局（2－0180）までご連絡くだ

さい。

○コミュニティバスの運行は出来ないのか。

●十勝管内の半数近くが実施しており、池田町や芽室

町は市街のほか、農村部も運行しているが、本町は

運行が難しいという姿勢である。

○第６次まちづくり計画策定方針が町から示されたが、

議会はどのように対応するのか。

●計画スタートは令和３年度からであるが、議会の役

割は町から提案があって審議することとなる。

○10年間のまちづくり計画期間は長くないか。

●財政問題や時代にそぐわない事項が生じれば、事業

の見直しを行い、議会でも審議することとなる。

○昆布干場に簡易トイレを設置した場合の費用はいく

らか。

●昆布時期の４か月間で１か所40万円のレンタル料に

なると聞く。

○常任委員会の行政視察など、その後どのように役立

てているのか。レポートの提出だけではなく、積極

的に議員活動に役立ててほしい。

●議員活動に役立てるとともに、町長の施政を質す一

般質問などに役立てる。

○一般質問の途中の休憩や暫時休憩は、傍聴者に説明

すべきでは。

●議会運営基準で１時間の中で休憩を取ると決めてい

る。また、一般質問の暫時休憩は、答弁の準備に時

間を要する時に取っている。

○病院の緊急時における患者の受け入れ体制について。

○音調津に保育園の送迎バスの運行がなく、添乗する

保育士を配置できないため、町から断られたケース

があった。

○題材はたくさんあるので、一般質問をもっとやって

ほしい。

○都市計画税について見直すべきでは。

○生活交通路線バスの予算が3300万円とあるがその内

訳は。

○除雪費の残額は、どのように処理されるのか。

○議員同士の討論をしてほしい。

○児童数が減少しているなか、豊似小学校改築に賛成

したのはなぜか。

○ひろお保育園が新設し、短期間のうちに増築となっ

たのに、賛成したのはなぜか。

○子ども農山漁村ホームステイ事業の、おだ議員の修

正案に反対したのはなぜか。東京の子どもに応分の

負担を求めるべきではないか。

○旧広尾駅舎を改修せず、建て替えに賛成したのはな

ぜか。

○新 上野　雅彦さん（音調津）

○新 飯島　良子さん（西２－７）

○新 宮原こゆきさん（本通７）

○新 小柳かおりさん（陣屋）

○新 菅原　恵子さん（西１－４）

○新 　木　珠世さん（丸山通南２）

○新 榊　　信也さん（西２－５）

○新 賴田　光明さん（西４－５）

○再 石原由紀江さん（西１－11）

○再 會川　英二さん（丸山通南２）

○再 大庭ひとみさん（トヨイベツ）

○再 菊地　亜希さん（野塚11線）

堀田議長から

　議会モニターも人数が増え、再任が４人、新任が８人となり定数の

12人となりました。

　議会モニターは議会の監視役ですので、忌憚のないご意見をいただ

きたい。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

５月20日・音調津会場：担当２班
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次のページは「議会日誌」

「ぎかいトピックス」

 モニターからの 

 意 見 を 
議会運営に反映

～議会モニター会議
を開催～

７/12

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
９
人
、
議

員
８
人
が
出
席
し
て
、
議
会

の
傍
聴
や
議
会
報
告
会
の
感

想
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。

※
意
見
は
抜
粋
し
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

聴
し
、
議
場
の
空
気
感
を
肌

で
感
じ
て
ほ
し
い
。

會川

定
例
会
な
ど
議
員
の
質

問
や
町
長
の
答
弁
を
傍

大庭

議会

議

会

だ

よ

り

そ

の

他

議

会

の

傍

聴

一
般
質
問
は
議
員
と
町

長
と
の
や
り
と
り
だ
が
、他

の
議
員
の
意
見
も
聞
き
た
い
。

問
は
認
め
て
い
な
い
が
、
議

会
基
本
条
例
に
は
「
議
員
同

士
が
活
発
に
議
論
」
と
あ
り
、

そ
の
場
面
を
作
り
た
い
。

一
般
質
問
は
通
告
制
を

と
っ
て
お
り
、
関
連
質

事
業
に
関
し
町
の
説
明
と
議

会
の
と
ら
え
方
・
認
識
が
違

う
。
指
定
さ
れ
た
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
り
実
施
し
て
い
る

の
で
問
題
な
い
の
で
は
。

上野

３
年
前
と
今
年
傍
聴
し

た
が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

議会

議
員
個
々
の
考
え
に
よ

り
質
問
し
て
い
る
。

宮原

議
案
等
の
資
料
が
沢
山

あ
り
、
わ
か
り
に
く
い
。

事務局

わ
か
り
や
す
く
な
る
よ

う
工
夫
し
た
い
。

な
が
ら
傍
聴
し
た
。「
ふ
ま

ね
っ
と
」
な
ど
身
近
な
話
題

に
な
る
と
、
す
ん
な
り
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

菅原

町
民
の
一
人
と
し
て
何

が
で
き
る
の
か
、
考
え

無
線
で
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

興
味
が
あ
る
こ
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
録
画
中
継
や

議
会
だ
よ
り
で
把
握
で
き
る
。

　木

ど
の
議
員
が
ど
う
い
う

質
問
を
す
る
の
か
防
災

議会だ
よ
り
に
要
旨
を
掲
載
し
て

い
る
。 防

災
無
線
で
周
知
で
き

る
か
検
討
す
る
。
議
会

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

議
案
の
審
議
は
、
委
員

会
の
中
で
活
発
な
議
論

議会よ
り
特
別
委
員
会
で
質
疑
を

行
っ
て
い
る
。

本
会
議
が
基
本
で
あ
り
、

予
算
・
決
算
は
公
開
に

議

会

報

告

会

會川

資
料
を
含
め
正
確
に
伝

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ

音
調
津
の
会
場
は
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
場

上野 る
と
感
じ
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
予
算
で
あ
れ
ば
財
源
に

つ
い
て
た
だ
し
書
き
な
ど
が

あ
れ
ば
よ
い
。

豊
似
会
場
は
も
う
少
し

参
加
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

大庭 い
。

議会

た
く
さ
ん
参
加
い
た
だ

い
て
お
り
、
検
討
し
た

合
に
は
狭
い
。
和
室
を
使
い

２
部
屋
に
分
け
る
と
良
い
の

で
は
。

議会

来
場
者
に
感
想
な
ど
聞
く
と

良
い
。
話
し
や
す
く
な
る
よ

う
会
場
を
考
え
て
は
。

議
会
報
告
会（
３
会
場
）

で
出
た
意
見
は
ど
う
す

上野

参
加
人
数
に
合
わ
せ
た

会
場
を
検
討
し
た
い
。

事務局

議
会
広
報
に
全
部
で
は

な
い
が
抜
粋
し
て
掲
載

る
の
か
。

上野 す
る
こ
と
に
な
る
。

表
紙
の
写
真
が
中
身
の

内
容
の
見
出
し
に
な
る

石原

町
民
の
意
見
を
大
事
に

し
て
ほ
し
い
。

表
紙
づ
く
り
は
地
元
の

子
ど
も
た
ち
だ
と
皆
さ

會川 よ
う
な
、
目
を
引
く
も
の
に

し
て
は
。

議会

議
会
報
告
会
の
内
容
を

事
細
か
に
お
知
ら
せ
す

ん
が
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る

と
い
う
気
が
す
る
が
、
一
定

の
成
果
が
出
て
い
る
中
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
と
い
う
意
味
で

方
向
性
を
転
換
す
る
工
夫
が

必
要
で
は
。

菊地

る
こ
と
や
表
紙
な
ど
広
報
委

員
会
で
協
議
し
、
十
分
検
討

す
る
。

議会

議
会
に
出
席
す
る
ほ
か

に
、
町
民
の
代
弁
者
で

月
に
ど
れ
く
ら
い
議
員

活
動
す
る
の
か
。

議
員
は
ど
う
い
う
と
こ

ろ
で
、
町
民
の
意
見
や

宮原 あ
り
議
会
で
の
発
言
も
あ
る
。

議会

色
々
な
所
に
出
向
い
た

り
、
早
朝
や
夜
間
、
電

情
報
を
集
め
て
い
る
の
か
。

災
害
に
関
わ
る
こ
と
な

ど
、
議
員
と
し
て
町
に

上野 話
な
ど
に
よ
り
意
見
を
寄
せ

て
く
れ
る
町
民
も
い
る
。
町

民
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か

聞
い
て
い
る
。

議会

現
地
調
査
な
ど
を
行
い

一
般
質
問
を
し
た
こ
と

質
問
す
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

私
た
ち
が
集
ま
っ
て
い

る
時
に
、
議
員
が
声
を

　木 も
あ
る
。

議会
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【６月】

１日　自民党北海道第11選挙区支部「第25回定期大

会」（帯広市）

３日　広尾町企業等誘致促進期成会総会

４日　南十勝複合事務組合議会臨時会（大樹町）

５日　第２回広尾町議会定例会（～７日）

　　　第５回議員協議会

７日　議会広報編集会議

11日　北海道町村議会議長会定期総会（～12日・札

幌市）

18日　議会報告会（豊似・１班、コミセン・全議員）

25日　「議員研修会」北海道町村議会議長会主催

　　　（～26日・札幌市）

27日　十勝圏活性化推進期成会定期総会（帯広市）

【７月】

７日　広尾町消防団広尾分団団員家族パークゴルフ

大会・懇親会

９日　「新任議員研修会」北海道町村議会議長会主

催（札幌市）

10日　広尾町地域開発推進協議会総会

11日　第２回産業常任委員会

12日　第１回議会モニター会議

　　　広尾町殉公者追悼式

　　　広尾町自衛隊協力会通常総会

22日　広尾高等学校存続対策協議会

26日　広尾地区暴力追放運動推進協議会定期総会

27日　広尾町農村運動会

議会活動日誌
令和元年６月～８月

【８月】
１日　掃海母艦「うらが」十勝港入港歓迎式
３日　鈴木宗男代表の国政復帰を祝う会（帯広市）
７日　第３回総務常任委員会
　　　議会広報編集会議
　　　魚霊祭
　　　特養、養護老人ホーム　合同夏祭り
８日　第１回議員定数等に関する調査特別委員会
14日　町民仮装盆踊り大会
16日　第３回議会広報特別委員会
26日　さけます神社秋季祭典
29日　南十勝複合事務組合議会定例会（大樹町）
30日　クルーズ客船「ぱしふぃっくびいなす」十

勝港寄港に伴う歓迎セレモニー

※190号に掲載の５月29日 広尾町植樹祭は、雨天により

　中止となりました。

閉会中の所管事務調査

　各常任委員会と議会運営委員会は、令和元年

第３回定例会までの閉会中に、次の所管事務調

査を実施します。

◇総務常任委員会

①社会教育施設の現状と課題について

◇産業常任委員会

①観光振興と各種イベントの実施状況について

◇議会運営委員会

①議会の運営に関する事項について

②議会の基本条例、会議規則等に関する事項について

③議長の諮問に関する事項について

ぎかいトピックスぎかいトピックス

　広尾高校２年生によるインターンシップが６月11日～13

日までの３日間行われ、近藤太一さんと佐々木琴葉さんが、

議会議事堂（議場）の放送設備の操作や今号に掲載している

写真撮影を行うなど議会事務局の仕事を１日体験しました。

※Ｐ２とＰ７（上段）が撮影した写真です。

６／13 広尾高校インターンシップ

　広尾町議会議員会（渡辺富久馬会長）では、ふるさと夏

まつり恒例の「町民仮装盆踊り大会」に参加しています。

今年も議員９人が揃いの浴衣に身を包み、夏の風物詩のイ

ベントを一緒に盛り上げました。

８／14 揃いの浴衣で盆踊り


